
実施

令和 年 月

円 施　　　工　　　地　　　名

郡 町

円

市 村

阿　賀　町

令和 6 年度 鹿瀬温泉赤湯キュービクル等
電気設備改修工事 工事（ ）設計書

調査

変更 設計

事　業　名

工事日数 日間

令和 年 月 日着手
赤湯・青少年旅行村管理運営費 箇所番号 工区 枝番工区

円

7 3 27 日竣功

　実　施
元

設　　計　　額

東蒲原 阿賀

〇空調設備電源工事

角神地内

円 - -

変　　更
設計概要

　実　施
元

請　　負　　額

変　　更 請　　負　　額

変　　更 設　　計　　額

　電源工事　１式
　実　　施

元
設計概要

〇高圧機器更新工事

　空調用電源盤　Ｎ＝２面

 

　キュービクル　Ｎ＝1基



工　事　費 （　 　） 内  訳  書
実　施

工　　種 種　　別 細　別 元 設　　計 変　　更　　設　　計 摘　　　要

数　量 単位 単　価 金　額 数　量 単位 単　価 金　額

直接工事費

高圧受電設備工 1.0 式

電源工事 1.0 式

15.0 ％ 見積

工事価格

消費税相当額

工事費

直接工事費

諸経費

明細1

明細2



実施

変更 当り 第 1 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数　量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

1.高圧受電設備工

三相トランス　100ｋｖａ

屋外自立型 単相トランス　150ｋｖａ 1.0

Ｗ＝2400　Ｈ＝2390　D=1900

予備品、付属品 1.0

運搬費 1.0

現場据付費 12.0

耐圧試験費 1.0

1.0

計

高圧キュービクル3面体

見積（人工）

既存キュービクル撤去処分費

明　　　細　　　書
一金

高圧受電設備工

名　　　称
形  状  寸  法
(長×巾×厚)

電工
人

紛体塗装

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考

式 見積

見積

労務単価

基

式 見積

式

式 見積

見積



実施

変更 当り 第 2 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数　量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

2.エアコン電源工事

3Ｐ150Ａ　8回路 2.0

ケーブル ＣＶＴ38 40.0

ケーブル ＣＶＴ5.5-4Ｃ 90.0

ケーブル ＶＶＦ2.0-3Ｃ 220.0

電線　ＩＶ14 15.0

電線管　ＦＥＰ65 30.0

電線管　ＨＩＶＥ54 2.0

電線管　ＨＩＶＥ28 70.0

電線管付属品 1.0

電線管支持材 1.0

ページ計

見積

見積

見積

見積

見積

見積

空調盤　屋外壁掛け型

明　　　細　　　書
一金

電源工事

名　　　称
形  状  寸  法
(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考

ｍ

ｍ

面

ｍ

ｍ

ｍ

本

本

式

見積

見積

見積

式 見積



実施

変更 当り 第 2-2 号表
( m2当り算出）

実施　
元　 

数　量 単　価 金　額 数　量 単　価 金　額

配線用プルボックス 500×500×300防水SUS 1.0

配線用プルボックス 300×300×200防水SUS 3.0

消耗品雑材料 1.0

掘削埋め戻し (舗装カット復旧含む) 1.0

高所作業車賃料 3.00

労務費 電工 40.0

ページ計

計

見積（人工）

明　　　細　　　書
一金

電源工事

名　　　称
形  状  寸  法
(長×巾×厚)

単位
設　計 変　更　設　計

備　　考

面

面

式 見積

式 見積

見積

見積

日 見積

人
労務単価



 

鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備改修工事 箇所位置図 

鹿瀬温泉赤湯 

キュービクル更新 Ｎ＝1基 

電源工事 １式 



ＬＢＳ 高圧交流負荷開閉器 ７．２ｋＶ　２００Ａ １　 エナジー ＰＦＳ－２０１Ｍ－Ａ ＰＦ１０Ａ ６０Ａ
ＬＢＳ 高圧交流負荷開閉器 ７．２ｋＶ　２００Ａ　ＴＣ付　１００Ｖ（８５－１１０Ｖ） １　 エナジー ＰＦＳ－２０１ＴＭ－Ａ ＰＦ１０Ａ ６０Ａ
ＬＢＳ－Ｏ 補助接点 ＰＦＳ－２０１用 １　 エナジー １ｃ
ＬＢＳ－Ｏ 相間バリア ＰＦＳ－２０１用 １　 エナジー ＰＦＳ－Ｂ－Ｂ 相間　両側面　計４枚
ＰＦ 電力ヒューズ ７．２ｋＶ　４０ｋＡ　　２０Ａ ３　 エナジー ＰＦＧ－１Ｓ－Ａ
ＰＦ 電力ヒューズ ７．２ｋＶ　４０ｋＡ　　６０Ａ ３　 エナジー ＰＦＧ－１Ｓ－Ａ
ＰＣ 高圧カットアウト ７．２ｋＶ　　３０Ａ ３　 エナジー ＨＰＣ－３０
ＰＣ 高圧カットアウト ７．２ｋＶ　　５０Ａ ２　 エナジー ＨＰＣ－５０
ＰＣ－Ｆ タイムラグヒューズ ７．２ｋＶ　　１０Ａ ３　 エナジー ＦＬ
ＰＣ－Ｆ タイムラグヒューズ ７．２ｋＶ　　３０Ａ ２　 エナジー ＦＬ
ＳＣ 高圧進相コンデンサ ７０２０Ｖ　　３１．９ｋｖａｒ　５０Ｈｚ １　 Ｌ＝６％
ＳＲ 直列リアクトル ６６００Ｖ　　１．９１ｋｖａｒ　５０Ｈｚ　２２０Ｖ １　 Ｌ＝６％警報接点付　モールド
Ｔ－ＯＰ 耐震防振ゴム ２　 ５００ｋＶＡ以下用　耐震ストッパー付
Ｔ 変圧器 １ 　１５０ｋＶＡ　５０Ｈｚ １　 トップランナー２０１４
Ｔ 変圧器 ３ 　１００ｋＶＡ　５０Ｈｚ １　 トップランナー２０１４
ＣＴ 計器用変流器 １１５０Ｖ　４００／５Ａ　　５ＶＡ ２　
ＣＴ 計器用変流器 １１５０Ｖ１０００／５Ａ　４０ＶＡ ２　 三菱 ＣＷ－４０ＬＭ
ＶＭ 電圧計 　３００Ｖ １　 ２．５級
ＡＭ 電流計 　４００／５Ａ １　 ２．５級
ＡＭ 電流計 １０００／５Ａ １　 ２．５級
ＬＧＲ 漏電火災警報器 １００／２００Ｖ（８０ １１０％）　表面形 ２　 オムロン ＡＧＤ－Ｎ５ １ａ１ｃ　ブザー内蔵停止ボタン付　ブザー機能ＯＦＦスイッチ付

ＺＣＴ 零相変流器 １００Ａ ２　 オムロン ＯＴＧ－ＬＡ３０
ＴＨＲ サーマルリレー ２．８Ａ　　（２．８－４．２Ａ） ２　 １ａ１ｃ
ＴＨＭ サーモスタット 可変式（０ ６０ ）　１２５Ｖ以下 １　 温度公差 ４ （４０ 設定）
ＦＡＮ 換気扇 １００－１１０Ｖ　２０ｃｍ １　
ＣＯＮ コンセント １００－１２５Ｖ　１５Ａ 一式
ＤｒＳＷ ドアスイッチ 一式
ＬＥＤ 照明 １００Ｖ－２４０Ｖ（９０ ２６４Ｖ） １　 ＫＯＨＤＥＮ ＬＤＬ－Ｂ１０Ｔ５０／０３／０５－ＫＯＤ
ＬＥＤ 照明本体 １００Ｖ－２４０Ｖ（９０ ２６４Ｖ） １　 ＫＯＨＤＥＮ ＫＲＨ－１０ＴＮ１－ＬＥＤ
Ｆ ヒューズ ３Ａ　スナイリガラス管 一式 ２５０Ｖ
ＭＣＢ 配線用遮断器 １００Ｖ　２Ｐ　　２０Ａ ５　 操作電源
ＭＣＢ 配線用遮断器 ２００Ｖ　３Ｐ　　７５Ａ ３　 遮断容量３５ｋＡ
ＭＣＢ 配線用遮断器 ２００Ｖ　３Ｐ　１００Ａ ４　 遮断容量３５ｋＡ
ＭＣＢ 配線用遮断器 ２００Ｖ　３Ｐ　１５０Ａ ２　 遮断容量３５ｋＡ
ＭＣＢ 配線用遮断器 ２００Ｖ　３Ｐ　１７５Ａ １　 遮断容量３５ｋＡ
ＭＣＢ 配線用遮断器 ２００Ｖ　３Ｐ　２２５Ａ １　 遮断容量３５ｋＡ
ＮＰ ネームプレート ブレーカ用 一式
ＳＳＷ 切替スイッチ 電圧切替用 １　
Ｘ 補助リレー ＡＣ１００／１１０Ｖ　（８０ １１０％） １　 オムロン ＭＹ－２ ２ｃ
Ｘ リレーソケット ＭＹ－１　ＭＹ－２用 １　 オムロン ＰＹＦＺ－０８
ＨＬ ハンドル キー　Ｎｏ．２００ ７　

ＰＦ 電力ヒューズ ７．２ｋＶ　４０ｋＡ　　２０Ａ ３　 エナジー ＰＦＧ－１Ｓ－Ａ
ＰＦ 電力ヒューズ ７．２ｋＶ　４０ｋＡ　　６０Ａ ３　 エナジー ＰＦＧ－１Ｓ－Ａ
ＰＣ－Ｆ タイムラグヒューズ ７．２ｋＶ　　１０Ａ ３　 エナジー ＦＬ
ＰＣ－Ｆ タイムラグヒューズ ７．２ｋＶ　　３０Ａ ２　 エナジー ＦＬ

補修塗料 ライトベージュ １　
ジスコン棒 １ｍ １　
取扱説明書 一式
ハンドルキー １　

Ｆ ヒューズ ３Ａ　スナイリガラス管 ４　 ２５０Ｖ

ＥＡ

３ ３Ｗ　６６００Ｖ　５０Ｈｚ

ＫＩＰ１４ｍｍ２

ＣＶＴ３８ｍｍ２

まで接続可能

ＥＡ

ＬＢＳ１（バリア付）
７．２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ４０ｋＡＧ６０Ａ

切離し可能

ＩＶ５．５ｍｍ２

ＥＡＥＤ ＥＢ

ＥＡ

ＬＢＳ２
（ＴＣ、補助接点付）
７．２ｋＶ　２００Ａ
ＰＦ４０ｋＡＧ２０Ａ

ＥＡ

ＳＲ１（Ｌ＝６％用）
６．６ｋＶ
１．９１ｋｖａｒ
モールド、（警報接点付）

ＥＡ

ＳＣ１（Ｌ＝６％用）
７０２０Ｖ
３ ３１．９ｋｖａｒ
放電抵抗内蔵

ス
ペ

ー
ス

電
圧

遮
断

器
　

Ｐ
　

Ａ
Ｆ

／
Ａ

Ｔ
サ

イ
ズ

Ｎ
ｏ

負
荷

名
称

ｍ
ｍ

２

ＳＷパネル裏面銅バーはＳＷ及びＳＷスペース部のみ張って有ります。（パネルに２２５ＡＦが一個の場合は銅バー無し）
尚、同一バンクＳＷパネルの銅バーサイズが上下段で異なる場合、ＳＷ増設時は必ず上段側より配線ください。銅バーが必要な場合、御指示ください。

ＰＣ１（タイムラグヒューズ）
７．２ｋＶ　５０Ａ
　　　Ｆ　　３０Ａ

ＥＢ

ＥＡ

ＲＳ相

Ｔ１
耐震防振ゴム
１ 　１５０ｋＶＡ
６６００／２１０－１０５Ｖ

ＨＩＶ１５０ｍｍ２Ｘ２
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０
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ＰＣ２（タイムラグヒューズ）
７．２ｋＶ　３０Ａ
　　　Ｆ　　１０Ａ

ＥＢ

ＥＡ
Ｔ２
耐震防振ゴム
３ 　１００ｋＶＡ
６６００／２１０Ｖ

ＨＩＶ１００ｍｍ２

ＩＶ１４ｍｍ２

＊Ｌ

２
ＴＨ２

３．４Ａ

ＣＴ
４００／５Ａ

＊Ｖ
３００Ｖ

Ｆ
２

Ａ
Ｍ

Ｃ
Ｂ
３

Ｐ
１
０
０

／
　
７
５

Ｐ
－
１

２
Ｂ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１
０
０

／
　
７
５

Ｐ
－
２

２
Ｃ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１
０
０

／
　
７
５

既
設

動
力

２
Ｄ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１
０
０

／
１
０
０

予
備

２
Ｅ

Ｍ
Ｃ
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３

Ｐ
２
２
５

／
１
５
０

空
調

盤
１

２
Ｆ

Ｍ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
２
２
５

／
１
５
０

空
調

盤
２

＊Ｚ
ＤｒＳＷ

＊Ｆ

ＥＤ

＊Ｆ

Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
（

＊
Ｒ

）

Ｒ

Ｎ

２

２
ＴＣ

ＳＲ
１

ＬＢＳ２
Ｊ１

Ｊ２
１

ＬＧＲ
１

１ａ

１ｂ

ＬＧＲ
２

ＴＨ
１

２ａ

２ｂ

ＴＨ
２

３ａ

３ｂ

Ｘ１
（ＳＲ１）

４ａ

４ｂ

付属・予備品リスト

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日 　　　　年　　　月　　　日

検
図　　　　年　　　月　　　日

キュービクル式高圧受電設備

　　　　年　　　月　　　日 　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

製
図

　　　　年　　　月　　　日 作成日　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日 変
更
日

変
更
日

設
計

図
番

変
更
日

摘要表　結線図

記　号 機　器　名　称 摘　　　要 数量 メーカ名 備　　考型　　式

Ｎ５

使
用
機
器
は
型
式
・
メ
｜
カ
｜
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ＬＡは外部取付 納入先：東北電力管内

設備不平衡となっておりますので
電気事業者様へご確認ください。

ＧＣ－Ｎ２２０３－２　　　　　　
３

１

２０２５　　　　１　　　　７

吉澤 吉澤 浅野

ＱＱＳ

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
５４３２１

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

８７６５４

Ｃ

Ｂ

Ａ

３２１

メーカー・型番等は指定しているものではなく、国内品同等以上の性能を有するものであれば、可



変電設備

２
３
９
０

２
０

１
８
６
０

２
０

開口部（高圧引込）
１５０Ｘ１５０

１
５
０

裏面

開口部（低圧引出）
２５０Ｘ６００

４００

換気扇

２２８

１
９
０
０

（
ベ

ー
ス

寸
法

）

開口部（低圧引出）
２５０Ｘ６００

４００

２４７０

２４００ （１２５）

１
７
８
０

網入ガラス　
（ｔ６．８ｍｍ）

ハンドル　　

鍵Ｎｏ．２００

２４００（ベース寸法）

基礎ボルト取付位置

標準ベース使用の為、使用しない
抜き穴があります。ご了承願います。

２００ ４００ ２００ ２００ ４００ ２００ ２００ ４００ ２００

１２Ｘヌキ穴（長円３０Ｘ２０）１７５

３
２
５

１９００
１９９０

２１６５

２
３
０
０

（８００）（５００）（６００）

ｋｇ

塗装色

約

理

キュービクル式高圧受電設備品
名

質
量

函
体

表
面
処

ＰＳ－２４１９一体型（筐体非分割）

ＧＣ－Ｎ２２０３－２　　　　　　

２５００２４１９
ニパック

３
２

１．　低圧スイッチが表面形の場合、低圧引出は開口部のセンターより前
　　　方で行ない、裏面形及び埋込形の場合は、後方で行なって下さい。
２．　基礎施工上の注意事項は　仕様書を御参照下さい。
３．　基礎ボルトは付属しておりません。基礎ボルトが必要な時は、オプ
　　　ションとして用意してありますので御注文下さい。尚、ベース図
　　　 印のヌキ穴の位置は推奨基礎ボルト取付位置を表します。
　　　（推奨基礎ボルトサイズ　Ｌ形Ｍ１４－１６０以上、必要本数　　以上）１０
４．　ベースは、全面底板付（通風口付）です。
　　　（高さはベース底面より約８０ｍｍ）
５．　基礎によっては高圧入線ができない恐れがありますので、ご確認願います
６．　箱体とベースは分離ができない構造です。先出しベースが必要な
　　　場合は、架台等を御用命下さい。
７．　屋根ひさし部（屋内タイプは天井面）通風口付です。
８．　キュービクルは設計用標準震度１．０としています。

ライトベージュ（５Ｙ７／１）
耐塩塗装

ベース　溶融亜鉛メッキ　（塗装なし）

外形図 側面図

ＱＱＳ

・換気扇台数指定。換気量計算が
　必要な場合は、ご指示下さい。

特記事項

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
ＨＧＦＥＤＣＢＡ

１

２

３

４

５

６

図
番



　２００

　４００

　６００

　８００

１０００

１２００

１４００

１６００

１８００

２０００

Ｌ　Ｅ　Ｄ

アース端子

ａｂｃｄｅ

１Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ １Ｅ

Ｔ１　１
１５０ｋＶＡ

　２００

　４００

　６００

　８００

１０００

１２００

１４００

１６００

１８００

２０００

２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ ２Ｅ ２Ｆ

Ｔ２　３
１００ｋＶＡ

約２５００ｋｇ （注１）

ＨＬＬ Ｈ

Ｒ
Ｙ

Ｔｈ

ＬＧＲ

Ｔｈ

ＬＧＲ

高圧危険

ＳＣ　３１．９ｋｖａｒ

ＳＲ　１．９１ｋｖａｒ

高圧危険

キュービクル式高圧受電設備

図
番

品
名

ＰＳ－２４１９一体型（筐体非分割）

（注１）
　弊社による搬入の場合、
　現地での荷降ろしができません。
　別途、クレーンの手配が必要となります。

ＧＣ－Ｎ２２０３－２　　　　　　 ３
３

ＱＱＳ

・標準設定パネル使用のため、必要としない
　穴があいてる場合があります。

特記事項

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

配置図

キュービクル式高圧受電設備

ＨＧＦＥＤＣＢＡ

１

２

３

４

５

６

図
番

品
名



件　名：かのせ温泉　赤湯

図面名：本館棟　空調設備　１階平面図

縮　尺：A3 1/100
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2,730

便所（女）

更衣室（男）

フトン倉庫

キャンプ倉庫
応接コーナー

物入れ

階段
ＥＶ

イベント販売体験コーナー

ＵＰ

風除室

玄関ポーチ

受付コーナー

総合案内カウンター

玄関

ＤＮ

ＤＮ

ＤＮ

ＵＰ

踊り場渡り廊下

ＵＰ

非常口

用具洗い場

木製テラス

スロープ

スロープ

湯沸室

貸フトン倉庫

事務室

スロープ

便所（男）

リフト室

倉庫（旧和紙体験室）

乾燥機室

ホール

宿直室

受付カウンター

更衣室（女）

身障者便所
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,
2
7
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温泉タンク

浴室棟 本館棟
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ACR

22
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S160

ACP
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56

22

160160

R

R

D

C

20V

20V

R
D

R
D

20V

20V

A

A

DP付

DP付

冷媒管サイズ表

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

15.9 9.5

A

B

C

露出露出

C

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.5ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.5ｍ程度)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:6.8kw)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:6.8kw)

室内機電源
1φ100V-15A

(最大:1.28kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.22kw)

3,6402,730 4,550 1,820 2,730 2,730

73.94㎡

67.08㎡

暖房能力2.8kw)

暖房能力6.7kw)

（最大:暖房能力16.0kw)（最大:暖房能力16.0kw)

鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備改修工事（空調設備設置箇所位置図）



件　名：かのせ温泉　赤湯

図面名：本館棟　空調設備　２階平面図

縮　尺：A3 1/100
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3,640

10,010

1,820

4,550

18,200

3,640

押入

ＴＶ

押入

休憩室１８帖

押入押入

階段ＥＶ

前室

厨房

ホール

ＵＰ 踊り場 ＤＮ

休憩室３０帖
食堂兼喫茶コーナー

押入

便所

検収室

便所（男）
身障者便所

休憩室４.５帖

食品庫

休憩室１２帖

便所（女）

ＵＰ

ＤＮ

8,660

浴室棟 本館棟

9,100

4,550

Ｎ

5
,4
6
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1
,
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2
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2
,
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7
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6
,
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0

2
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7
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8.28㎡
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29.81㎡

19.87㎡

25.67㎡ 71.94㎡

ACR

56

ACR

56 ACR

40

ACR

56

ACP

F160

ACR

56

160 40

5
6

56

5656

R
D

20V

A

冷媒管サイズ表

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

15.9 9.5

A

B

C

R
D

C

20V
R

A 20V

D

20V

R

A

R
D

A

20V

既存
ＡＣ

160

既存(2F厨房)

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

屋根上
壁面架台

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

壁面架台
(GL+3.0ｍ程度)

室外機電源:3Φ200V-30A
(暖房低温最大:7.4kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A
(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.22kw)

室内機電源
1φ200V-20A

(最大:3.07kw)

（最大:暖房能力6.7kw)

（最大:暖房能力6.7kw)

（最大:暖房能力6.7kw)

（最大:暖房能力6.7kw)

（最大:暖房能力5.0kw)

（最大:暖房能力16.0kw)

鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備改修工事（空調設備設置箇所位置図）



鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備工事 仕様書 

 

1.概要 

 ・件  名  鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備工事 

 ・箇  所  阿賀町鹿瀬 11540 番地 1 

 ・工事内容  高圧受電設備キュービクル更新及び空調設備電源工事 

2.特記仕様書 

（1）高圧受電設備キュービクル仕様 

  以下のとおりとする。なお、機械設備の選定の際は、技術資料等を提出し発注者の 

承諾を得ること。 

 

（2）資材 

   本工事に使用する資材はすべて新品とする。 

 

（3）電力・水等 

   必要な電力・水等は請負者にて対応する。 

 

（4）工程管理 

   電気・水道等施設運営上必要な機能を停止する場合、事前に施設管理者と日程調整 

  し、了承を得ること。 

  

 （5）その他 

   なし 

 

品目/規格 数量 箇所 

1.高圧受電設備 キュービクル 

 3面体 紛体塗装 

 Ｗ＝2400 Ｈ＝2390 D=1900 

三相トランス 100kva 単相トランス 150kva 

別添単線結線図参照 

 1 基 屋外 

既存キュービクル更新 

   



鹿瀬温泉赤湯キュービクル等電気設備改修工事 特記仕様書 

 

 

第 1条 適用範囲 

１．本工事の施工にあたって請負者は、契約書に基づき、設計図書に従って施工するものとする。また、設計

図書のうち仕様書については、本特記仕様書、国土交通省大臣官房長官営繕部監修「公共建築工事標準仕様

書令和 4年度版(各工事編)」(以下標準仕様書という)、「公共建築改修工事標準仕様書令和 4 年度版(機械設

備工事編)」(以下、改修標準仕様書という)、「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編) 令和４年度版」

(以下、解体共通仕様書という)、及び新潟県土木工事標準仕様書を適用するものとする。 

２．本工事の主任技術者または監理技術者は、下表に該当する資格者とする。 

許可を受けている業種 
 指定建設業(7業種) 

(土木・建築・管・鋼構造物・舗装・電気・造園)工事業 

その他(左記以外の 22業種) 

(大工・左官・とび・土工・コンクリート・石・屋根・タイル・れんが・ブロック・鉄筋・しゅ

んせつ・板金・ガラス・塗装・防水・内装仕上・機械器具設置・熱絶縁・電気通信・さく井・

建具・水道施設・消防施設・清掃施設・解体)工事業 

許可の種類 特定建設業者 一般建設業者 特定建設業者 一般建設業者 

元受工事における 

下請け金額の合計 

4,000万円※1 

以上 

4,000 万円※1

未満 

4,000万円※1 

以上は 

契約できない 

4,000万円 

以上 

4,000万円 

未満 

4,000万円 

以上は 

契約できない 

工
事
現
場
の
技
術
者
制
度 

元受工事における

置くべき技術者 
監理技術者 主任技術者 監理技術者 主任技術者 

技術者の 

資格要件 

➀一級国家資格者 

➁国土交通大臣 

認定者 

➀一級・二級国家資格者 

➁指定学科＋実務経験者 

➂実務経験者(10年以上) 

➀一級国家資格者 

➁指導監督的な 

実務経験者 

➀一級・二級国家資格者 

➁指定学科＋実務経験者 

➂実務経験者(10年以上) 

技術者の 

現場専任 公共性のある工作物に関する建設工事であって、請負金額が 3,500と万円※2以上となる工事 

監理技術者資格

者証の必要性 

技術者の専任を

要する建設工事

のときに必要 

必要なし 

技術者の専任を

要する建設工事

のときに必要 

必要なし 

※1:建築一式工事の場合は、6,000万円  ※2:建築一式工事の場合は、7,000万円 

３．資格証明書の提出 

  上記に掲げた項目に該当する「主任技術者、監理技術者決定通知書」に資格証明書の写しを添付するこ

と。 

４．活用の基準 

  上記の基準により主任技術者及び監理技術者を置くことが過重な負担となる時は、監督員にその旨申し

出て協議すること。 

５．本工事は概数発注で発注するものである。なお、詳細については監督職員の指示に従うものとする。 

  ６．段階確認 

請負者は、「土木工事監督技術基準 別表２」にある工種の施工段階においては、段階確認を受けなければ

ならない。この際、請負者は、種別、細別、確認時期及び項目の予定を監督職員に書面により報告しなけれ

ばならない。 

ただし、段階確認の実施時期及び実施箇所は監督職員が定めるものとする。 

７．工事材料の品質 



請負者は、「土木工事監督技術基準 別表１」にある工事材料については、事前に監督職員の検査（確認を

含む）を受けるものとし、その外観及び品質証明書等を照合し確認した資料を事前に監督職員に提出しなけ

ればならない。 

８．施工計画書 

請負者は、工事着手前に工事目的物を完成するために必要な手順や工法等についての施工計 

画書を監督員に提出しなければならない。 

請負者は、施工計画書を遵守し工事の施工に当たらなければならない。 

この場合、請負者は、施工計画書に次の事項について記載しなければならない。また、監督 

員がその他の項目について補足を求めた場合には、追記するものとする。ただし、受注者は簡 

易な工事および緊急を要する工事においては監督員の承諾を得て施工計画書の提出を省略する 

ことができる。 

又、施工計画書の内容に変更が生じた場合には、そのつど当該工事に着手する前に変更に関 

する事項について、変更施工計画書を提出しなければならない 

第２条 施  工 

 １．作業残土等の処理 

２．施工機械 

１）排出ガス対策型建設機械 

   本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年

１０月８日付建設省経機発第２４９号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものと

する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械

の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間建設技術審査・証明事業に

より評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型建設機械と同等とみなす。ただし、

これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。 

   排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現

場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。 

機      種 備      考 

一般工事用建設機械 

・バックホウ 

・トラクタショベル（車輪式） 

・ブルドーザ 

・発動発電機（可搬式） 

・空気圧縮機（可搬式） 

・油圧ユニット 

（以下に示す基礎工事用機械のうち、ベース

マシーンとは別に、独立したディーゼルエン

ジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも

の：油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼

管圧入・引抜機、油圧式杭圧入引抜機、アー

アスオーガ、オールケーシング掘削機、リバ

ースサーキュレーションドリル、アースドリ

ル、地価連続壁施工機、全回転型オールケー

シング掘削機） 

・ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ 

・ホイールクレーン  

ディーゼルエンジン（エンジン出力

7.5kw 以上 260kw以下）を搭載した建設

機械に限る。 

２）低騒音建設機械 

本工事において「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」（昭和 62年 3月 30 日建設省経機発第 58 号）

に基づき低騒音型建設機械の使用が原則となる場合は、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規

程」（平成 9年建設省告示第 1536号）に基づき指定された低騒音型建設機械を使用するものとする。ただ



し、これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。また、低騒音型建設

機械を使用する場合、請負者は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出す

るものとする。 

第３条 疑義・その他 

１．連絡体制の確立と速やかな連絡の徹底 

  当該現場で公衆災害が発生した場合に必要となる他機関（保健所、警察署、市町村、消防署等）を含め

た連絡体制表の策定と、発生時の現場から監督職員への速やかな連絡を徹底すること。 

２．建設機械等の設置位置の適正化 

 建設機械等を設置する場合、その設置位置については周囲の状況を十分に勘案のうえ、安全かつ適切な

場所とするとともに、万が一油漏れ等の事故が発生した場合に備えた対策を事前に講じておくこと。 

３．建設機械等の点検・整備 

 安全管理責任者を定め、始業・終業点検等を定められたチェックシートにより点検し、不具合な箇所は

整備すること。 

４．建設機械の油漏れ等発生時の臨機の措置 

１）当該現場での処置 

油漏れ等が発生しても拡散しないような敷シート等による措置を徹底すること。 

２）マット等対策資材の整備 

油漏れ等が発生した場合に備えて当該現場におけるマット等対策資材を整備すること。 

３）他機関との連携 

 保健所、警察署、消防署等との日頃からの連携を密にしておくこと。 

５．請負者は、上記以外の事項及び疑義が生じた場合、その都度監督職員と協議すること。 

 

以上 


